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新
刊
紹
介

望
田
幸
男
・
田
村
巣
子
著

『
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
に
生
き
る
若
き
エ
リ
ー
ト
た
ち
』

「
な
ぜ
、
カ
ン
ト
や
ゲ
ー
テ
の
国
で
ヒ
ト
ラ
ー
が
?
」
と
い
う
疑
問
は
、
素

朴
で
は
あ
る
が
、
本
源
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
年
、
野
田
宣
雄
氏
も
そ
の
著

書
に
於
て
ド
イ
ツ
の
知
的
エ
リ
ー
ト
た
る
「
教
養
市
民
層
」
と
ナ
チ
ズ
ム
と
の

問
題
を
比
較
宗
教
社
会
史
と
い
う
視
点
で
扱
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
衆
知
の
通
り

で
あ
る
。
本
書
も
ま
た
同
様
の
疑
問
に
答
え
る
.
へ
く
、
そ
の
対
象
を
「
教
養
市

民
層
」
予
備
軍
と
も
い
え
る
大
学
生
や
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
徒
(
若
き
エ
リ
ー
ト

た
ち
)
に
と
り
、
彼
ら
の
教
養
形
成
の
場
た
る
中
等
学
校
の
制
度
的
変
遷
と
、

彼
ら
に
よ
る
自
立
的
青
年
運
動
の
変
遷
を
一
九
世
紀
末
か
ら
ナ
チ
第
三
帝
国
ま

で
の
ス
パ
ン
で
分
析
・
考
察
し
て
い
る
。
従
来
の
青
年
運
動
を
取
り
扱
っ
た
著

述
と
比
較
し
て
本
書
に
新
し
い
点
は
、
ま
ず
窮
一
部
と
し
て
、
運
動
の
担
い
手

た
ち
が
学
び
、
精
神
の
形
成
を
し
た
場
で
あ
る
中
等
学
校
と
、
そ
の
教
育
に
つ

い
て
立
ち
入
っ
た
分
析
を
行
っ
た
点
で
あ
h
ソ
、
更
に
、
第
二
部
で
は
、
自
立
的

青
年
運
動
と
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
を
問
う
際
に
、
非
エ
リ
ー
ト
的
で
、
か
つ
、

あ
る
意
味
で
自
立
的
で
も
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
で
は
な
く
、
そ
の
道

の
存
在
と
言
え
る
「
ナ
チ
ス
学
生
同
盟
」
を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
点

長
　
　
田
　
　
浩
　
　
彰

で
あ
る
。
以
下
、
R
口
次
に
そ
っ
て
本
書
の
概
略
を
追
っ
て
み
た
い
。

第
一
部
第
二
早
で
は
前
述
の
通
り
、
知
的
エ
リ
ー
ト
へ
の
道
た
る
九
年
制
中

等
学
校
=
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
生
誕
か
ら
、
今
世
紀
初
頭
の
三
系
列
中
等
学
校
(
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
高
等
実
科
学
校
)
　
の
同
格
化
ま
で
の
歩

み
が
、
ま
ず
整
理
さ
れ
る
。

一
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
の
改
革
に
よ
り
、
教
育
資
格
試
験

と
大
学
人
学
資
格
(
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
)
試
験
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
後
者

を
実
施
で
き
、
か
つ
大
学
教
育
を
受
け
た
教
師
を
雇
用
で
き
る
一
部
の
ラ
テ
ン

語
学
校
だ
け
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
公
称
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
三
四
年

に
は
、
大
学
独
自
の
入
試
は
廃
止
さ
れ
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
は
も
っ
ぱ
ら
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
に
任
さ
れ
る
と
い
う
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
体
制
」
(
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
よ

る
大
学
進
学
独
占
)
が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
そ
れ
以

外
の
実
科
系
学
校
と
い
う
複
線
型
教
育
体
系
が
鮮
明
化
し
て
い
く
が
、
一
九
世

紀
後
半
に
は
、
工
業
化
の
進
展
に
と
も
な
う
実
学
的
教
養
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
教
育
の
「
外
」
か
ら
も
、
ま
た
、
実
科
系
学
校
の
整
備
に
よ
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る
「
内
」
か
ら
も
「
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
に
関
す
る
同
格
化
」
が
強
く
要
請
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
古
典
的
教
養
偏
重
に
対
し
て
、
国
家
主
義
の
見

地
か
ら
の
「
右
」
の
批
判
勢
力
と
共
に
、
教
育
の
機
会
均
等
を
求
め
る
勢
力
、

こ
れ
に
対
し
て
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
特
権
を
守
る
こ
と
を
通
じ
て
社
会
的
文
化
的
秩

序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
勢
力
、
こ
れ
ら
三
つ
の
潮
流
と
は
別
種
の
脱
制
度
的

批
判
勢
力
、
こ
れ
ら
の
対
抗
・
交
錯
の
帰
結
が
、
三
系
列
中
等
学
校
の
大
学
進

学
に
お
け
る
同
格
化
で
あ
っ
た
。

第
二
章
で
は
、
こ
の
制
度
的
変
遷
の
中
で
、
現
実
に
は
ど
の
よ
う
な
実
態
が

展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
が
問
題
に
さ
れ
、
ま
ず
、
就
学
率
か
ら
始
め
て
、
生
徒

の
社
会
的
出
自
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
「
教
養
市

民
層
の
た
め
の
教
養
市
民
層
の
学
校
」
と
い
う
通
念
が
批
判
さ
れ
る
。
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
生
徒
と
言
っ
て
も
教
養
市
民
層
の
子
弟
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
中

間
層
の
子
弟
が
多
く
、
ま
た
、
大
学
ま
で
進
学
し
エ
リ
ー
ト
の
道
を
歩
む
者
と
、

多
数
の
そ
う
で
な
い
者
と
が
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

で
の
授
業
内
容
が
問
題
に
さ
れ
、
古
典
語
=
「
死
語
」
　
の
教
育
が
決
定
的
な
重

み
を
帯
び
、
こ
の
「
虚
字
性
」
=
非
実
用
性
が
大
衆
か
ら
の
切
断
の
感
覚
を
生

み
、
エ
リ
ー
ト
意
識
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

影
の
部
分
と
し
て
、
過
重
な
束
縛
、
負
担
を
生
徒
に
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
脱

学
校
な
い
し
脱
制
度
化
の
欲
求
を
生
徒
の
側
に
生
み
、
世
紀
転
換
期
に
広
が
り

を
見
せ
る
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
運
動
を
生
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
第
三
章
で
は
、
ワ
イ
マ
ル
期
に
上
述
の
よ
う
な
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
体

制
」
が
ど
う
い
っ
た
変
容
を
遂
げ
た
か
が
扱
わ
れ
る
。
ま
ず
、
戦
中
か
ら
強
ま

っ
て
い
た
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
と
い
う
点
か
ら
「
ド
イ
ツ
的

陶
冶
」
(
=
生
の
哲
学
と
文
化
哲
学
の
見
地
か
ら
捉
え
ら
れ
た
古
典
的
ド
イ
ツ

理
想
主
義
の
精
神
)
と
し
て
ド
イ
ツ
学
、
文
化
学
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
ワ
イ
マ
ル
の
政
治
的
、
社
会
的
諸
対
立
を
乗
り
越
え
る
か
す
が
い
が
期
待

さ
れ
、
制
度
面
と
し
て
、
古
典
語
を
教
え
な
い
九
年
制
の
ド
イ
ツ
高
等
学
校
が

新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
れ
ら
に
よ
り
、
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
体
制
」

は
ワ
イ
マ
ル
末
期
に
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
様
相
を
読
み
取
れ
る
が
、
他
方
で
、
ラ

テ
ン
語
必
修
校
(
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
)
　
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア

取
得
で
の
相
対
的
優
位
は
い
ぜ
ん
と
し
て
続
い
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
こ

と
が
統
計
的
分
析
で
示
さ
れ
る
。

彼
ら
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
徒
や
大
学
生
の
現
実
的
な
「
知
的
エ
リ
ー
ト
へ
の
道
」

は
、
ワ
イ
マ
ル
に
お
い
て
は
、
か
な
り
閉
塞
状
態
に
あ
っ
た
。
ワ
イ
マ
ル
期
自

体
が
、
敗
戦
後
の
大
イ
ン
フ
レ
か
ら
始
ま
り
、
相
対
的
安
定
期
を
経
て
、
二
九

年
に
は
世
界
大
恐
慌
に
み
ま
わ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
ア

ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
増
加
、
女
子
学
生
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ

の
大
学
生
は
更
に
就
職
難
に
悩
ま
さ
れ
、
頭
脳
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
へ
の
脅
威
、

ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
増
大
、
ま
た
、
登
録
学
生
(
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
、
登
録

だ
け
し
て
い
る
も
の
)
と
い
っ
た
言
葉
も
生
ま
れ
た
。

一
九
世
紀
後
半
以
来
の
ギ
ム
ジ
ウ
ム
批
判
に
皮
内
に
も
答
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
ナ
チ
ス
期
の
変
革
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
教
育
目
標
は
、
教
義
あ
る

人
問
と
い
う
「
虚
像
」
を
廃
し
、
血
と
宿
命
の
民
族
的
達
帯
の
も
と
に
闘
い
、

行
動
す
る
人
間
の
教
化
・
養
成
で
あ
り
、
非
政
治
的
な
人
文
主
義
的
教
義
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
た
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
「
政
治
の
倭
位
」
を
拝
記

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
が
、
第
二
品
の
段
要
で
あ
る
。

第
二
霊
で
は
、
一
変
し
て
、
そ
う
い
っ
た
学
校
制
度
に
身
を
毘
い
た
生
に
、

大
学
生
を
中
心
と
し
た
自
立
的
青
年
運
動
と
筏
ら
の
思
想
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て

ら
れ
る
。
第
四
章
で
ま
ず
扱
わ
れ
る
の
は
、
宗
教
・
学
校
・
教
会
な
ど
一
三
通
じ

て
の
画
一
化
や
制
度
化
に
対
す
る
反
発
と
し
て
一
九
世
紀
末
生
ま
れ
て
く
る
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
流
浪
す
る
「
中
世
の
探

求
者
」
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
過
去
=
中
世
ド
イ
ツ
へ
の
憧
れ
と
共
に
、
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工
業
化
と
摂
行
化
の
近
代
世
界
に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
と
し
た
「
集
団
へ
の
忠
誠
」
を
基
調
と
し
た
新
し
い
青
年
運
動
の
形
式
を
持

っ
て
い
た
。
こ
こ
に
「
大
人
社
会
」
　
へ
の
抗
議
と
し
て
の
青
年
に
よ
る
世
代
間

闘
争
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
、
政
治
社
会
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
志
向
す
る
も
の
で
も
な
か

っ
た
。
青
年
運
動
の
第
二
段
階
は
、
と
り
わ
け
、
第
一
次
大
戦
前
に
、
一
方
で

の
政
府
・
軍
や
、
社
会
民
主
党
・
労
組
な
ど
に
よ
る
青
年
の
組
織
化
の
動
き
に

対
し
、
政
治
的
大
衆
闘
争
で
は
な
く
、
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
に
よ
っ
て

ド
イ
ツ
を
再
生
せ
ん
と
し
た
「
自
由
ド
イ
ツ
青
年
」
大
会
二
九
一
三
)
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
運
動
の
担
い
手
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
徒
か
ら
大
学
生
へ
と

移
行
し
、
そ
の
内
容
は
、
現
状
変
革
を
志
向
す
る
思
想
的
な
も
の
へ
と
深
ま
り
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
社
会
の
現
状
を
強
く
告
発
す
る
非
政
治
的
非
党
派
的
対
抗
文
化

運
動
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
第
一
次
大
戦
へ
と
巻
き
込
ま
れ
、

そ
の
際
、
体
制
へ
の
反
発
・
批
判
と
個
人
の
解
放
を
根
底
に
す
え
て
「
青
年
の

階
級
闘
争
」
　
へ
と
向
か
う
か
、
あ
る
い
は
、
自
民
族
の
存
在
を
至
上
の
も
の
と

し
て
あ
る
べ
き
国
家
像
を
構
築
す
る
か
、
厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
自
由
ド
イ
ツ
青
年
運
動
は
、
大
戦
後
、
そ
れ
自
体
と
し
て
ご

く
自
然
な
終
結
を
兄
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、
自
由
ド
イ
ツ
青
年
運
動
の
衰
退
過
程
と
相
応
し
て
、
社
会
の

全
体
的
改
革
を
目
指
す
「
青
年
の
使
命
」
に
も
え
た
運
動
と
し
て
始
ま
る
「
同

盟
」
青
年
運
動
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
帝
政
の
崩
壊
後
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
が
開
か
れ
た
と
感
じ
た
青
年
た
ち
が
、
共
和
国
=
大
人
社
会
の
無
為
無
策
に

幻
滅
し
、
失
望
し
た
後
に
生
み
出
し
た
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
こ
そ
社
会
の
変
革

の
核
た
る
戦
闘
的
騎
士
団
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
先
鋭
化
さ
せ
、
「
青
年
の
自

立
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
変
わ
っ
て
、
明
瞭
な
盟
約
、
厳
格

な
規
律
を
有
す
る
諸
「
同
盟
」
　
の
並
存
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
前
二
者
の
青

年
運
動
に
比
べ
て
、
結
集
人
員
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
思
想
的
に
も
多
彩
で
あ

り
、
明
確
な
総
括
は
困
難
で
あ
る
が
、
統
一
的
な
基
本
思
潮
は
以
下
の
通
り
と

な
る
。
つ
ま
り
「
同
盟
」
青
年
運
動
は
、
現
状
に
代
わ
る
べ
き
「
ラ
イ
ヒ
(
国
)
」

を
創
出
す
る
た
め
に
、
「
新
し
い
人
間
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
根
源
的
課

題
と
考
え
、
そ
う
し
た
人
間
を
陶
冶
・
育
成
す
る
場
と
し
て
、
「
同
盟
」
を
位

置
づ
け
、
そ
こ
に
、
あ
る
べ
き
ラ
イ
ヒ
の
モ
デ
ル
を
見
て
い
た
。
ま
た
彼
ら
に

は
、
非
政
治
的
で
は
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
青
年
こ
そ
「
全
体
的
改
革
」
の
担

い
手
で
あ
る
と
い
う
き
わ
め
て
強
い
「
政
治
的
」
意
乱
が
見
て
取
れ
る
。
し
か

も
こ
の
特
異
な
「
非
政
治
性
」
は
、
「
生
の
哲
学
」
に
刻
印
さ
れ
、
非
合
理
的

・
ロ
マ
ン
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
べ
き
新
し
い
理
想
社
会
=
「
青

年
の
国
」
を
作
る
の
は
青
年
世
代
で
あ
る
と
い
う
彼
ら
の
「
青
年
革
命
」
論
は
、

精
神
的
・
非
政
治
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
現
実
の
国
家
・
社
会
・
政
治
を
民
族

内
対
立
を
も
た
ら
し
て
い
る
原
因
と
し
て
憎
悪
の
対
象
と
し
、
そ
れ
に
代
わ
る

民
族
共
同
体
創
出
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ナ
チ
ズ
ム
の
台
頭

を
眼
前
に
し
て
、
彼
ら
は
、
自
ら
墓
穴
を
掘
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

終
章
で
あ
る
第
六
章
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
若
き
エ
リ
ー
ト

た
ち
の
中
に
胚
胎
し
て
い
た
ド
イ
ツ
教
養
主
義
へ
の
懐
疑
や
脱
共
和
国
・
反
共

和
国
の
意
識
を
共
和
国
打
倒
の
方
向
に
結
集
し
て
い
っ
た
ナ
チ
ス
学
生
同
盟
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
現
状
否
定
の
論
理
と
し
て
の
社
会
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共

に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
見
地
か
ら
、
民
族
の
た
め
の
学
問
・
民
族
の
指
導
者

と
し
て
の
知
識
人
、
と
い
う
若
き
知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
と
っ
て
の
新
た
な
理

想
像
を
呼
び
か
け
た
。
つ
ま
り
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
民
族
が

中
心
に
な
り
、
社
会
主
義
も
そ
れ
に
奉
仕
す
る
も
の
、
ま
た
望
ま
し
い
民
族
像

も
人
種
的
に
純
粋
な
構
成
体
と
さ
れ
、
「
反
ユ
ダ
ヤ
人
革
命
」
論
が
唱
え
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
は
、
現
状
打
破
の
論
理
と
し
て
、
大
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
自
分

た
ち
の
学
問
と
人
生
が
向
か
う
べ
き
方
向
指
示
器
と
映
っ
た
。
「
同
盟
」
青
年
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運
動
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
教
養
主
義
へ
の
懐
疑
は
存
在
す
る
が
、
学
問
・
教
養

が
人
間
的
価
値
の
追
求
で
あ
り
、
「
生
」
の
充
実
に
い
た
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
教
養
主
義
の
精
神
ま
で
は
否
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ナ
チ

ス
学
生
同
盟
が
提
示
し
た
の
は
、
赤
裸
々
な
政
治
主
義
で
は
な
く
、
政
治
こ
そ

真
の
精
神
主
義
で
あ
る
と
い
う
「
超
政
治
の
論
理
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
「
反

ユ
ダ
ヤ
人
革
命
」
を
目
指
す
学
問
・
生
こ
そ
が
真
の
学
問
・
生
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
自
立
的
青
年
運
動
を
貫
い
て
い
た
「
非
政
治
の
論
理
」
は
こ
の
「
超
政

治
の
論
理
」
に
敗
退
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
本
書
の
概
略
で
あ
る
。
第
一
部
と
し
て
、
知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
の

思
想
形
成
の
場
=
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
社
会
史
が
扱
わ
れ
た
こ
と
で
、
第
二
部
で

の
ド
イ
ツ
青
年
運
動
の
理
念
の
社
会
史
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
た

だ
、
ナ
チ
党
か
ら
の
積
極
的
支
援
な
し
に
、
知
的
エ
リ
ー
ト
の
側
か
ら
自
立
的

に
成
立
し
た
ナ
チ
ス
学
生
同
盟
の
存
在
自
体
に
、
「
超
政
治
」
に
対
す
る
「
非

政
治
」
　
の
単
な
る
敗
退
以
上
の
も
の
を
感
じ
取
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
現

代
の
教
育
問
題
に
も
通
じ
る
重
要
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
本
書
の
一
読
を
、
諸

氏
に
お
す
す
め
し
た
い
。

二
九
九
〇
年
一
月
刊
、
有
斐
閣
選
書
、
二
八
〇
ペ
ー
ジ
、
一
七
〇
〇
円
)

(
広
島
大
学
文
学
部
)
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